
大
阪

に
着

い
た

の
は
朝

、
そ
れ
か

ら
急

行
列

車
で
、
其
夜
久

し
振

に
吾
が

畫
室

に
戻

つ
た
。
今
度

に
何
處

へ
連

れ

て
ゆ
か
れ

る

こ
と

か
。

 
 
 
 
寫
生

地

案

内

 

 

 

 

三
 

脚
 

子

四
月

は
櫻
が
あ

る
、
桃

が
あ

る
、
若

草
も
畫

き
た

い
、春

霞

も
寫

し
た

い
、

何
處

へ
往

つ
て
も
畫

が
出
來

る
。

桃

は
、
水
彩

で
寫

す

の
に
、
櫻

ほ
ど

六

つ
か
し
く

な

い
。
桃

の
名
所

は
、

遠

く
は

三
保
、

沼
津

、
押

付

、
近

く
で
は
川
崎

、
越
ヶ

谷
、
古

河
、
市

川
、

二
股
尾

等
が
あ

る
。

其
内

で
自
由

に
寫

生
が
出
來

て
、
花

の
感

じ
も
春

の

感

じ
も

よ

い
の
は

、
越

ヶ
谷
附
近

だ
。

越
ヶ

谷
で
汽
車

か
ら

下
り
た

ら
、

ど
の
方

面

へ
出
で

も
面

白

い
が
、
古

利

根

川

の
川
沿

ひ

に
、
上

へ
な
り
下

へ
な

り
往

つ
た

ら
、

よ

い
場
處

が
澤
山

轉
が

つ
て
ゐ
る
。
何

も
桃
を
主
題

に
し
な
く

て
も
よ

い
。
遠
景

に
入
れ

て

も

よ

い
。
柳

を
畫

い
て
、
桃
を

二
三
本

あ
し
ら

つ
て
も

よ

い
。

此
地
方
で
景

に
入
る

も

の
は
、
森

、
菜

の
花

、
樫

の
林
、
桃
、

川
沿

の
濕

地

に
あ

る
綠

り

の
草

等
で

、
ゆ
る
ゆ
る
流
れ

る
水

、
四

ッ
手
綱

、
水
禽
等

も

畫
中

の
も

の
だ
。

宿

は
越
ヶ

谷

の
町

つ
ゞ

き

、
大
澤

に
、
大

松

屋
と

い
ふ

の
が
あ
る
。
古

い

家
で
、
割

合

に
堅

い
か
ら

よ

い
。
宿

泊
料
は

高

く
は
な

い
。
名
物

に
は
★

せ
ん

べ

い
が
あ

る
。


